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履修条件 

対象生徒 

選択 

普通科 ３年 

学習目標 

 美術の創造的な諸活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美的体験を豊

かにし、生活や社会の中の多様な美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成す

る。また、作品制作を通して、感性と美意識を磨き、意欲的、主体的に表現や鑑賞

の能力を高め、進路実現が達成できるようにする。進学希望先に応じたレベルの高

い作品の制作を目指す。  

学習方法 

【授業】 
  美術・デザイン系の大学進学を目指した生徒を対象に実施する。基本的な物の見
方や表現方法からはじまり、最終的に進学希望先の受験内容に合わせた授業内容へ
と移っていく。  
【家庭、補習・その他】 
 授業時間だけでは時間が足りないため、家庭でできる課題（イメージデッサンや
デザインの分野における平面構成・イメージ構成）を定期的に出題する。  

学習計画 

と 

ね ら い 

１ １学期 

⑴ 期末考査まで 

    ア 鉛筆デッサン（共通） 

  イ 自由制作（選択） 

 

 

 

・石膏像等をデッサンする。物の見方､表現

方法の深化を図る。受験に対応できるよう

にするため､表現力の強化に努める。 

・希望大学の入試に課せられる課題に沿った

作品を制作する。鉛筆淡彩､平面構成､塑像

などデッサン以外の作品を制作する。１学

期末までに完成しない場合は夏休み中の課

題になる。 

２ ２学期 

⑴ 期末考査まで 

    ア 鉛筆デッサン 

    (ｱ)１０月末まで 

      １作品６時間 

       ・手のデッサン（１作品） 

       ・静物デッサン（２作品） 

       ・石膏デッサン（１作品） 

       ・平面構成（１作品） 

     ・静物淡彩（２作品） 

    (ｲ)１０月末以降 

      １作品３時間 

       ・静物デッサン 

・３～６時間で１枚の作品を仕上げることを

目標にし、鉛筆で石膏像や組静物を描く。

物の質感や陰影などをすばやく表現する能

力を高めていく。 

・入試の過去問題などに取り組む。 

 

３ ３学期 

⑴ 学年末まで  

  ア 鉛筆デッサン 

   (ｱ)１作品３時間 

      ・静物デッサン 

・入試の過去問題などを参考にして､組静物

の鉛筆デッサンに取り組む。短い時間です

ばやく表現する能力を高める。 

評価規準 

美術への 

関心・意欲・態度 
発想や構想の能力 創造的な技能 知識・理解 

 美術の創造活動
の喜びを味わい、
多様な表現方法に
関心をもち、美術
文化を尊重し、主
体的に個性豊かな
表現や鑑賞の創造
活動に取り組もう
とする。 

 感性や想像力を
働かせて、独創的
な主題を生成し、
創造的な表現の構
想を練っている。 

 創造的な美術の表
現をするために必要
な技能を身に付け、
主題に合った表現方
法を工夫し、個性を
生かして創造的に表
している。 

 美術作品などの表
現の工夫や国際理解
に果たす美術の役
割、美術文化などの
理解を一層深め、自
己の価値観や美意識
を働かせて、そのよ
さや美しさを創造的
に味わっている。 

評価方法 

「美術への関心・意欲・態度」「発想や構想の能力」「創造的な技能」「鑑賞の
能力」の観点別評価規準をもとに、授業に対する取組や作品などを総合的に判断し
て評価する。    

その他 美術・デザイン系の大学へ進学を希望している生徒のみの選択になる。     
 


